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九
州
大
学
教
授
　
赤
松
秀
岳
　
先
生

赤
松
秀
岳
教
授
は
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
二
月
二
七
日
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
同
志
社
大
学
法
学
部

を
卒
業
後
、
同
年
四
月
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
た
。
同
大
学
院
で
は
、
金
山
正
信
教
授
の
指
導
の
も
と
に

物
権
債
権
峻
別
論
に
関
す
る
解
釈
学
・
法
史
学
的
考
察
を
深
め
る
と
と
も
に
、
同
大
学
に
出
講
さ
れ
て
い
た
石
田
喜
久
夫
神
戸
大
学
教
授

（
当
時
）
の
薫
陶
を
受
け
て
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
を
開
始
さ
れ
た
。

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
三
月
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学
し
て
、
同
年
四
月
徳
島
文
理
大
学
講
師
に
就

任
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
四
月
同
大
学
助
教
授
か
ら
、
翌
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
熊
本
大
学
助
教
授
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
一

〇
月
熊
本
県
立
大
学
教
授
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
四
月
岡
山
大
学
教
授
を
歴
任
の
後
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
四
月
九
州
大
学

法
学
研
究
院
教
授
に
着
任
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
民
法
解
釈
論
に
お
い
て
は
、
物
権
と
債
権
の
交
錯
領
域
、
債
権
侵
害
、
賃
貸
借
、
仮
登
記
等

の
領
域
に
お
い
て
卓
抜
し
た
業
績
を
挙
げ
ら
れ
た
一
方
、
ド
イ
ツ
法
に
関
し
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
ら

れ
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
奨
学
生
と
し
て
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
大
学
に
留
学
、
一
九
九
六
（
平
成

八
）
年
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
奨
学
研
究
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
大
学
に
留
学
さ
れ
、

ヨ
ア
ヒ
ム
・
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
教
授
の
も
と
で
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
手
稿
研
究
を
進
め
ら
れ
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
三
月
に
は
九
州
大
学
か
ら

博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
教
育
・
学
事
行
政
面
に
お
い
て
も
、
教
授
は
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
の
法
科
大
学
院
制
度
創
設
に
際
し
、
岡
山
大

学
法
科
大
学
院
の
創
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
同
大
学
に
着
任
し
た
後
、
翌
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年

三
月
ま
で
同
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
長
（
法
科
大
学
院
長
）
を
務
め
ら
れ
、
同
年
四
月
の
九
州
大
学
着
任
後
も
、
同
大
学
法
科
大
学
院
に

お
い
て
法
律
基
本
科
目
を
担
当
さ
れ
た
ほ
か
、
釜
山
大
学
法
学
専
門
大
学
院
と
の
国
際
交
流
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）

年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
三
月
ま
で
同
大
学
法
科
大
学
院
長
を
務
め
ら
れ
て
、
一
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
九
月
の
法
科
大

学
院
の
六
本
松
移
転
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
教
授
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
年
）
年
五
月
よ
り
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
の
評

価
委
員
会
委
員
と
し
て
法
科
大
学
院
の
認
証
評
価
事
業
に
従
事
さ
れ
た
ほ
か
、
同
年
一
〇
月
に
は
九
州
大
学
の
連
携
法
律
事
務
所
で
あ
る
弁

護
士
法
人
九
州
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
法
律
事
務
所
に
弁
護
士
登
録
さ
れ
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
に
は
同
弁
護
士
法
人
の
代
表
社

員
に
就
任
さ
れ
て
、
理
論
と
実
務
の
架
橋
に
注
力
さ
れ
た
。

か
よ
う
に
顕
著
な
ご
業
績
を
挙
げ
ら
れ
た
赤
松
教
授
の
ご
退
職
に
際
し
、
長
年
の
ご
功
労
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
本
号
を
献
じ
る
と
と

も
に
、
弁
護
士
と
し
て
の
一
層
の
ご
活
躍
は
も
と
よ
り
、
教
授
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。


